
様式第２号（第６条関係）

年 1 月 20 日

その他 ・社員に臨時物価手当を支給

・物流施設の提供に伴い可能な限り防災協
　力を継続する。
・地域活動に協力する等地域との関りを
　積極的に持つ。

・継続的に取組中

・物流施設の提供に伴い可能な限り防災協
　力を継続する。
・地域活動に協力する等地域との関りを
　積極的に持つ。

・環境負荷低減を推進。
（クールビズの実施、省エネ効率機器
の推奨・森林循環紙への切替 等）

・会社封筒にFSC認証紙を採用
・施設のLED化（2022年は3施設）
・クールビズの実施

・環境負荷低減を推進。
（クールビズの実施、省エネ効率機器
の推奨・森林循環紙への切替 等）

・太陽光発電事業の維持。
・所有物件へのクリーンエネルギー導
　入も検討していく。

・しずおかgreen電気を導入
 （5施設/2022年CO2削減量:約280t）
・太陽光監視システムの充実(4施設)

太陽光発電事業の維持

・テナントとの連携を図り、物流施設
　をはじめとする多種多様な施設を持
　続的に提供していく。

・継続的に取組中
・所有物件の適正な維持管理の徹底
（定期的な見回点検の実施等）

・テナントとの連携を図り、物流施設
　をはじめとする多種多様な施設を持
　続的に提供していく。

・労働環境を充実し家庭と仕事の両立
　を支える。
・多様な働き方を持続的に検討していく。

・継続的に取組中
・労働環境を充実し家庭と仕事の両立
　を支える。
・多様な働き方を持続的に検討していく。

・非正規雇用を含む全社員へ健康診断
　を実施
・感染症対策の徹底(換気、消毒液の常設、
  社員へマスク・抗原検査キットを配布等)

健康経営に努める

持続的に社内教育(勉強会や通信教育
等)の充実に取り組み、質の向上を目
指す。

・各種社内勉強会の実施
・通信教育の実施(受講率69.2％)

持続的に社内教育(勉強会や通信教育
等)の充実に取り組み、質の向上を目
指す。

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

創造力豊かな物流施設やニーズに応じたベストな事業空間を提供し、持続可能な地域社会の発展に寄与する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

物流施設・貸店舗・貸事務所等を提供することで企業の発展や地域貢献、活性化を目指している。

目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023


